
藤間晴也
研修医の声 経験数を重ねるだけでなく、学びの習慣が根付いている新発田病院研修医

25

新潟県医師会報　Ｒ７.11　№ 908

　私は新潟大学病院のタスキがけとして新発田病
院に来ました。編入のような形でしたが、新発田
病院の研修医は快く受け入れてくれ、病院のシス
テムや日々の診療についても、嫌な顔ひとつせず
丁寧に教えてくれました。その温かいサポートに
は心から感謝しています。
　本院研修医は、日常の症例をそのまま終わらせ
ることはありません。診療後には必ず振り返りが

あり、研修医同士で症例を共有し、自分の判断が
適切だったかを考えます。気付いた点があれば、
遠慮なく指摘し合い、互いの成長を後押しする文
化があります。この「フィードバックの習慣」が、
単なる症例経験の積み重ねを超え、確実にアカデ
ミックな診療へとつながっています。
　新発田病院で研修できたことを心から良かった
と思います。
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